七、学校教育
１　学校の沿革


　明治時代における教育制度の変せんについては、「明治、大正時代の教育の進展」の項に、また昭和期における戦時教育の状況は「昭和前期の戦時下の教育」にそれぞれ掲載しているので、この項では現在の小中学校及び社会教育の現状と、さらに各学校の沿革概要を記しておく。また学校統合に関する経緯とその実績は、「昭和後期時代―学校統合」の項にまとめて掲載したが、学校統合によって廃校となった浅津・橋津・宇野小学校及び羽合中学校の沿革はこの項に掲げた。

　各中学校の沿革は現在学校に残っている沿革史（誌）によってまとめたが、明治中期頃までの学校沿革の内容は、聞伝えとかその他の資料によって一括書きこまれたもののようであり、「明治時代＝教育の進展」の記述内容と若干相違のあることをご理解願いたい。

羽合西小学校
　　羽合西小学校
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　　　　　　　　　　所在地

　　　　　　　　　　　羽合町大字長瀬１３５０番
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西小沿革概要
沿革概要

　昭和４８・４・１　長瀬小学校、宇野小学校を統合し校名を羽合西小学校と名付けて発足する。同年４・５　第１回入学式を挙行す。同年４・６　教員による宿日直を廃止し無人化制度とする。同年７・９　水泳プールを小学校用に改造しプール開きを行う。同年８・３１　国旗掲揚塔を長瀬小より移転する。同年１１・６　暖房工事試運転を行い、石油ストーブから温風暖房に切換える。同年４・長瀬小学校玄関前にあった松を本校正面へ移植し、４９・５　松の容姿を整えるため約１ｍ底上げをして石崖を築造する。○４９・２・１３　これまで仮の校歌を制定していたものを、町内１校統合計画問題に結論が出され、当分の間現状の２校制を続けることとなったため、正式に校歌、校章を定める委員会を開催して決定した。

校章由来


　制定年月日　昭和５０年２月１３日


　意　義　　　すばらしい伝統と歴史の上に羽合西小学校の児童は励ましあい、助け合って真理を追究し、将

　　　　　　　来に向かって力強く羽ばたき前進する姿を象徴させた。

　　　　　　・円形――和、調和・羽根――前進、追求　・上部の開き――将来、希望　・下部のくぼみ――


　　　　　　　伝統、歴史、土台、対称形――２校統合

正面松の由来
正面松由来

　大正１２年５月２５日、長瀬村大字久留１９番２２地へ校舎新築移転し落成の式が挙行された。
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　この落成記念として、長瀬村、戸崎政太郎（　　　　　　　　　　）氏が自宅の庭にあった松を寄贈した。この松は当初西側にあった正面玄関に植えられたが、昭和３０年５月北校舎改築落成に伴って正面玄関となったため、玄関前に移植された昭和４８年４月長瀬・宇野小学校統合によって羽合西小学校発足開校により、この松は再び西小学校の現在位置へ移植された。同４９年５月松の容姿を整えるため約１ｍ底上げをして石崖を造る。
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　この松はもともと高浜（　　　　　）にはえていたものを祖父雄治郎が家に持帰り植えたものである。寄贈時は戸崎の庭の中程に植えられていたもので当初から完成松の立派なものであった。（戸崎上井郵便局長談）
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　　羽合東小学校
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　　　　　　　　　　所在地

　　　　　　　　　　　羽合町大字光吉１０７番１
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東小沿革概要
沿革概要　

　昭和３３・９・３０　浅津小学校、橋津小学校による名目統合をなし、校名を羽合小学校とする。同年８月自衛隊出雲部隊校地造りに出動、橋津校舎裏山より土運搬。○３４・４・１　校章制定、同年５・１０　鉄筋コンクリート１１教室を完成。○３５・３・３１　鉄筋コンクリート３教室及び体育館を完成。同年４・１　実質統合し第１回入学式挙行。同年５・６　落成式。同年１１月橋津校舎（木造）の移築及び給食室完成。２６日給食開始。同年６月校歌制定。同年１２・３　卒業記念にプラタナスを校庭に植樹。○３８・２　統合記念事業としてテレビ、中庭施設、ステージ緞帳等を寄附金をもって整備する。同年１０・２６　給食室閉鎖、給食センターに切替え。○４０・３　校庭ブロック及び土堤を河金敬儀寄贈。○４１・４　特殊学級新設。同年１１・旧給食室を家庭科実習室に改造。○４２・１　鉄筋校舎廊下全部のアトフロアー塗かえ。工事費４００,０００円。○４３・１０・２　学校創立１０周年記念式典挙行。記念事業に６９２,０００円の諸事業施行。○４６・１１・１５　鳥取県ＰＴＡ連合会より表彰受ける。○４８・２・２３　学校創立１５周年記念式典挙行。同年４月１日校名を「羽合東小学校」と改名して出発する。（長瀬、宇野小学校統合により羽合西小学校となったため、関連的に改名したもの）。同日光吉地区を自由校区となし、生徒は羽合西小学校へ通学することとなる。同年４月より教員の宿日直を全廃し、代行員制度とする。（宿直代行員、森本林蔵、宮本清、日直代行員　清水香奈枝）○５０・３　卒業記念事業に校庭周囲に黒松２００本を植える。同年４・１５　火災報知設備工事を施行して宿日直代行員制度を廃止し、無人化制度を採用す。同年４・２４　水泳プール建設工事着工、同年７・５　竣工。工事費２２,９１１,０００円。
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校章由来
校章由来　　昭和３４年４月１日、当時羽合中学校教諭浜田一郎の作
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長瀬小学校
　　長瀬小学校
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　　　　　　　　　　所在地

　　　　　　　　　　　羽合町大字久留１９番１
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長瀬小沿革概要
沿革概要

　明治６・４　長瀬村の入一定鉢宅（現青砥宅）を校舎として長瀬小学校を創設。○９　高田与兵衛宅地５畝２０余坪寄贈を受け（旧役場の地）校舎を新築開校す（校舎は２階造り、ガラス障子付きで当時近郷に評判のものであった）○同年文部省督学士野村素介による学事視察の際、「栽培」の２字を書き与えられ、これを校名となす。○１２　小学校規則改正により授業料（１人１～１０銭）徴収す。○２１・１０　裁縫科を加設し教授を開始。○４０　校舎EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きょうあい),狭隘)なため上長瀬南端（現杉本製糸附近）に新しく土地を求め校舎を新築するも、大部分竣工した４１・２　暴風により倒壊す。このため羽合高等小学校教室（現在故島賢市宅附近）を借用して教授をなす。○４３・５・２０　羽合高等小学校に隣接して新校舎を新築落成す。（旧役場から旧駐在所附近一帯）○４４・４　羽合高等小学校解散につき、栽培小学校に高等科を併置す。

　大正６・１１　農業補習学校を創設し栽培農業補習学校と称す。○９・１０　長瀬、浅津、橋津、宇野４校による初の連合体育大会を馬ノ山公園にて開催す。○１１　校地校舎共狭隘なため校地を現校地に移して新校舎建設にとりかかり、１２・５竣工す。新校舎の完成を機に校名を長瀬小学校と改める。○１３・４　児童の服装について男女共統一した改良服を着用するよう奨励。

　昭和２・１２・８　御真影奉安殿竣工、同月１２　山内篤処翁碑を校庭に移転す。○４・５・３０　帽章を制定。同年７・２５　京都市椿直蔵より校旗の寄贈を受く。○８・１０　増築用敷地買収及び整地をなす。（１７,０００円）○９・９・２１　前日来の暴風雨により天神川堤防決潰し校舎床下まで浸水。炊事場、畜舎、堆肥舎の基礎を破壊す。同年１１月山内篤処翁５０年祭を門弟河原静雄主催によって行なう。同年１２・２９　ラジオの設備をなし、講堂へスピーカーを備える。○１３・４　校庭周囲に松苗を植える。○１５・７・２３　本村出身橋田文部大臣就任報告祭参列。○１７・４　長瀬、浅津、橋津、宇野４か村組合立羽合青年学校を併設。同年６月橋田文部大臣来校、記念植樹をなす。○１８・７・２９　軍需物資不足により奉安殿玉垣砲弾献納。同年９・１０　強地震あり、校舎各所に被害甚大。○１９　羽合青年学校解散、河北青年学校に併合。○２０・６・８　学校製塩作業を始める。○２１・３・１６　家事室より出火、新校舎１棟焼失す。高等科２年生男子約３０名会議中なるも幸い被害なし。○２２・４・２９　羽合中開校により第２学年（３学級）を収容する。同年７・１９　ＰＴＡ結成。同年１２・１５　ピアノ寄贈。○２３・８・１４　羽合中校舎へ生徒移転。○２６・４・２０　北校舎補強工事、校舎増工事、講堂移築工事、保健室新築工事完了。○２９・２・１８　８０周年記念行事としてピアノ寄贈。○３０・５　校舎１０数室改築、２教室増築、工作室、西便所及び渡廊下等移築。○３１・６・１９　給食室施設工事完了、学校給食開始。○３７・１０　女子制服制定着用。○３８・５・９　道徳教育を努力点とする。同年１０・２６　給食を給食センターに切換えるため閉鎖。○４０・５・１２　国旗掲揚塔新設（秋田義治。故島賢市、磯江俊之祐寄贈）。同月２０　特殊学級開設。同年１０月町史編さん室を併置する。○４１・８・８　皇太子殿下御夫妻母来寮ご訪問奉迎。同年１０・２９　町営テニスコート完成。○４３・６・２７　鳥取県学校安全教育大会において表彰状と楯を受ける。○４６・１・２０　学校給食に米飯を取入れるか否かという論議活発となり、全校１週間の米飯給食試食会を催す。○４７・９・２　全国学校安全教育大会に於て文部大臣表彰を受ける。同年１０・６　羽合町合併２０周年記念行事に参加。○４８・１・３１　北溟地区教育協議会の発会参加。同年３・１７　長瀬小学校最後の卒業式。地教委委員長より「昭和４８年３月３１日をもって長瀬小学校を閉校します」と宣言あり。引続き長瀬区主催による祝賀会開催される。同年３・２０　終業式を終わり２２日より校舎移転を行う。

[image: image8.jpg]FERSER] N QREES LD I ¢ Xu— R— NN O LIl -

SHEWER0® O 1 - V-1l B | 4R i - LR

IRUZEE R KR R [ | [Ea] & [ = [ & [wes)-
DRI EE - WA LR
e EEEEEE R
9. | ®m £ 2|2 \m,u
AR
R TREEEEAE
R = e TE T
E== — - — L g 8|3
CR-H e B[ w8 |88 %
2223 B E@xke e EEl e
ER N E
(114h55) Efe® B |2 arapee my |03 < |B R EKE) = SR
P11+ Tl UR~BE Ol - <+ |8 BaEX Keo-o |4 H EKR| | g |78 | 813 7
. I NN T A =l 129 3§ o 2 z = =
FolEeo|e W o®| | Elg| -
4 CHEREC 01K - E - 110 SRGEEHE &4 e ow a2 E | A EREIE SRR
— R
= © EEERHERS ONIR-1- N L (e e e -
2 ZHEEREDEVSLY N B OlO - sRewiE B 8B R
-+ # F R e e e
O REEE | FSER HEW EMEXOREE L s o om B e s
BREe ONll | -1+ | & BEWERHBR- #8E | g.o|m = &2 [ = ez
e OlllZ - 1 - Sew |3 E B OB e ElallE
| K peee DS c(mRBE|S| S |E]R] "
&
e
L BRI





[image: image9.jpg]jSgci T
sxe 0
f

i3

BRI+

=W R I

=BO &

i &

004 T K R

b O H

o

QN F RBA T

cNEO oFpadlr—u N I

N

(spllll &

—1136—




[image: image10.jpg]—1136—

putigit 3

BRI

Ve (REMRDS RoMGE BHENEEE) Ex O K

PEERe Bi | OmEREN-MYEEme O | - < - m
< WH-EEREEEUREWRS BE 10 1R B =
SR X 1 — < IREC ORI - - 119 BRI w
KA R 5 U RRE VBT 00 OBIK + | 110 =
ERIESEL £ ANA VSRR B HIK | BE m
NE AR R OBP - £+ 1] HERZERI m

KA MR KRR e s e’ B ] O - K RaEes

CEREE ORI -

1B R,

- il S BHmQ | SecEen mE
E e HEp | Bradagroe  PhXN
Nl ,, o BRQOeD HuQ-fn e
” EWEY DM
< [ <
el esemon meme
b amene i KES ,
m; mﬁmﬁu, SENRUe 8884
m@k O OHBY DL

HHOMUWE® @ RS IR © MR S I KNI 6 = TEREHNmI 4 | mave ©

80° iR I HE N 2 0 REZ IR

W S ttdn | U .
W0 BHN] - 110 IR VYL o 111 m =ixdozp

ATy b

K





校章由来
校章由来

　校章制定の記録がなく不明


　　浅津小学校
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　　　　　　　　　　所在地

　　　　　　　　　　　羽合町大字下浅津２３５番１
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浅津小沿革概要
沿革概要

　明治７・１・８　下浅津村字中屋敷（香宝寺附近）に平屋１５坪の建物で学校を創立。創立にあたって尾崎才一郎尽力す。○１０・４　字問寄（元駐在所附近）に校舎を移転、２８坪の校舎となる。通学区域は下浅津村、上浅津村の２村で、４月１日付をもって浅津小学校と改名す。○１２・９　学制改正により河村郡第３番学区橋津小学校分校となる。○１９・４・１　小学校令改正により浅津簡易小学校と改名。校区に南谷村、光吉村を併す。○２５・４・１　浅津尋常高等小学校と改名。校舎を下浅津村字井元（旧浅津小学校地）に移転増築、２階造１棟外４９坪となる。○２８・５　２階建校舎１棟増築す。同年４月より復式学級編成。義務教育年限６か年となり４学年を５学年に編入す。

　大正７・１１　雨天体操場建築計画のため校地狭隘となり、２７０坪拡張して合計８９６坪となる。○８・８・１　体操場（３５坪）完成し南校舎移転工事に着手す。○９・１・１２　裁縫専科を設置す。○１０・２・２８　部落父兄会を試設す。同年３・２１　上浅津区大火。北部５５戸焼失。同年７・１３　女子体操服を木綿元禄縞（東京築地式）に改善。○１２・１・８　開校記念日に帽章を制定、鶴湖に旭。○１３　東宮殿下成婚記念に石門を道家権太郎寄贈す。○１４・５・１５　校舎増築落成（唱歌室、理科室、裁縫室等の特別教室を設置）。同年御真影奉安殿を長瀬村出身戸崎友蔵寄贈す。

　昭和４・６・２６　上浅津大火、３６戸焼失。○５・６・９　橋津沖に軍艦阿武隈停泊し児童参観す。同年１０・１０　県道田後～浅津間開通す。○６・４・２１　農村不況に対し職員の給料１割を村に寄附。○８・２・２　給食児童を選定し学校給食として米券を給与す。○１１　奉安殿新築（山下定治郎寄贈）。○１６・４・１　学制改革により浅津国民学校と改称、尋常科を初等科に変更。○１８・９・１　鳥取大震災により奉安殿大破、御真影を橋津国民学校に奉遷す。○２１・８・１０　奉安殿撤去。○２３・１２・１９　ピアノ購入。○２４・６　校歌制定（倉吉市河島雅弟作詞）。○２７・７・２９　校舎大改修及び体育館（１２０坪）完工。同年６月校章制定（過去３回にわたって校章は変わっているが、校章の持つ意味が不明瞭であるという見地から校下一般の意見を聞き、中北条江北の引田儀利に委嘱し再度制定したもの）。○２８・４・１　羽合町合併。同年９・１　旧体育館を音楽室に改造。○２９・５・２０　創立８０周年記念事業としてピアノ購入（４６０,０００円）。○３２・６・１７　学校給食開始。○３３・９・３０　浅津、橋津両校統合し羽合小学校となる。

校章制定の変せん

　浅津小学校の校章は大正以前から４回改正され、昭和２７年に最終の校章が制定された。その変せん図を次に誌しておく。
校章の変せん
　制定年月日不詳
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　　　　　　　　　大正３年以前に制定されたもので「水」を硬化したものに「浅」の字を入れた。


　大正１２年に制定
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　　　　　　　　　旭に鶴の図案で「浅津」の意味を表現したもの。東郷湖は一名鶴の海といっていた。


　制定年月日不詳
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　　　　　　　　　国民学校時代のもので３種の神器に「浅」を入れた。


　昭和２７年６月制定
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　　　　　　　　　体育館落成を記念し制定したもので、東郷池にちなんで外形は水を便化し、又温泉マーク


　　　　　　　　　を便化して中央に「浅」字を浮き出した。
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橋津小学校
　　橋津小学校
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　　　　　　　　　　所在地

　　　　　　　　　　　羽合町大字橋津１７０番１
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沿革概要
橋津小沿革概要
　明治６・３・１５　橋津、上橋津、赤池、南谷４か村の連合学校を、橋津村平野金四郎の家屋において創立。校名を第１９中学区第７６番小学橋津小学校と称す。○９・１１・１５　橋津官倉４棟を下渡、内１棟を修繕して校舎となす。○１５・１０　宇野、橋津、浅津３校を合併。宇野、浅津両校を分校となす。○２０・４　学制改正により宇野、浅津両校分離。橋津尋常小学校と改称す。○２２・８　簡易科を併置、９月に簡易小学校舎完成。○２３・１２　裁縫科を設置、翌２４・６・１３　裁縫科校舎を修繕して移転。○３０・８　高等科併置の許可を受け、橋津尋常高等小学校と改称。○３１・１・１３　浅津村より高等科生徒の委託を受ける。○３２・１２　裁縫専修科設置。３６・２　同科を廃し、裁縫学校を加設す。○３８・５・２７　午後４時、橋津村大火災、焼失戸数７４戸倉庫その他建物１１０余棟におよび、古来稀なる大惨事となる。このため郡内各小学校より義援金並びに学用品を仰ぎ生徒に分配。○３９・３・３１　宇野、浅津両村の高等科嘱託を解き、羽合高等小学校へ転ず。同年１１月　校舎（旧官倉）の使用に堪えざる状態となり、１,２００円をかけて大修繕をなす。同年卒業式より優等生に対し池田侯爵の扇子授与。○４０・３　県立第１中学校の仮校舎を購入し、保管していた木材と併せて校舎改築を決議す。同年１１月　功学会を開設、１４～２３才位まで（男２３人、女１９人）を対象に修身。国語、算数と、男子には漢文を教授す。○４１・３　新校舎へ生徒仮舎より移転、７月１６日落成式。


　大正元　生活困難にて義務教育未修了者に対し修学会を開設、夜間教授をなす。○９・１１　校舎移転を決議し奨恵社内旧校地の東南（現桃井住宅地）に整地工事着手。○１０・１０　校地南側に５間～１０間の校舎完成移転す。（建築費１２,４０１円）。○１１・４・８　電話を架設、橋津村に初の電話開通。○１３・３　現在の施設状況、校地１,００１坪、校舎３６５坪なり。

　昭和３・１１　石原峯蔵より奉安殿寄附。○５・５・１５　郡小学校オリンピック大会に優勝（この時より毎年優勝旗を獲得、陸上橋津の名声あがる）。○７・３・１５　橋津少年団創立。○８　讃岐玉蔵より校旗を寄贈。○１１・１１・３　橋津村教育後援会創立。○１５　教員俸給金額国庫負担となり県支弁となる。青年学校開設につき専用教室を設置。○１６・４・１　学制改革により橋津国民学校と改称。同月２９　青年団結成式。○１７・４・８　橋津青年学校を廃し羽合青年学校を開設、開校式。同年ラジオ、拡声機を設置。○２０・７・５　製塩作業に着手。○２５・１０・８　第１回村民運動会開催。○２６・１０・１５　ルース台風襲来、校舎大破し傾斜のため体育館、公民館を臨時教室となす。○２７・２・１１　８０周年記念事業としてＰＴＡよりピアノ寄贈（３６５,０００円）。同年３月より校舎改築のため取りこわし開始。７月２５日新校舎落成（現羽合小の木造校舎）。○２８・４・１　羽合町合併。○３２・６　校長室建築及び図書室整備。○３２・９・８　学校給食開始。同月３０日　橋津、浅津両校統合により、羽合小学校となる。

校章由来
校章由来

　橋津小学校の校章制定の公文記録は見あたらないが、昭和１４年に校旗がつくられたときの久葉知章（当時橋津小学校訓導）の日記に次の文章が記されており、おそらく当時の古老からの口伝や、その他の資料によって書き留められたものと思われるので、その内容を掲げておく。

　明治の中期に及んで校旗制定の議が起こり、種々検討を重ねた結果、郷土の歴史的事蹟を背景に古戦場の地名「馬の山」の馬を採り、尚武の精神を鼓吹する意図をもって、馬蹄３箇を連結したものを図案化して校章とした。


　しかしこの校旗は単重の縮緬生地であったため、年を経るにしたがい破綻が甚しく新調の必要に迫られていた。折しも明治４０年５月、大正天皇が東宮に在らせられた時、山陰道を行啓になり、本校代表も上井駅頭に奉迎することとなった。これを機会に第２代目の校旗を新調したが、初代のものと同じく紫色の縮緬生地に馬蹄を白く染めぬき、横に赤一線を貫いたものとした。赤一線は「赤誠一貫」の精神を象徴したものである。

　その後この校旗も損傷し修理を重ねていたが、昭和１２年に橋津教育後援会が設立され教育内容の改善充実に着手された。校旗の新調も事業の１つとして取り上げられたが、校旗については当時の後援会長であった讃岐玉蔵が私財を投じて昭和１４年１２月新調寄贈され、昭和１５年の新年拝賀式当日入魂式を行った。この第３代校旗は、紫羽二重の袷生地に錦糸で校章を刺繍し、旗の３方を金モールで縁どりした豪華なものである。（昭和１４年１２月　久葉記）

校歌制定について
校歌制定について


　昭和１４年度橋津校歌制定の議がまとまり、紀元２,６００年（昭和１５年）を記念して発表された。作詞は橋津小学校訓導久葉知章があたり、作曲には当時の平林校長の友人である大阪音楽学校教授永井幸次に依頼して作られたものである。

　この校歌は戦時中作られたものであるが、戦後も受継いで校歌としてうたわれた。

[image: image19.jpg]—1144—
3
E7e
#l
E
Iz
i
I8
EC:
2l B m om R s u
o |\ % = ®w oz @ >~ 5
A FOfl OB O+ o o % B oA
¥+ E M = B K 2 R
AW UL A #HC B o B
E 2 5 e
o S I L SN B g oo
b BT O A X E b L g B
=== : o %ﬁzw}gwmﬁ%
PR o dae o B S = e
el e % 2 =2 G2 o
7 i = 1 il SRR T e & #
T o NN E LR R %
= [IN) | A T D Iz
e e SE (FO A g L 3 fit b
y = T A Hh E T
b By % £ £t &
% o & D ¥ T
55 C o5
i #oD Eoh
n = LR Hor
#% ¥ E o
b A BB b - N
b »w EH 2 b = 4
# { £ % 8 H %
L b 2 K & N
e n & 5 )
% 5§ % ®x
ETs z Ao 3 " 2 T
& 5 A ¥ W B L 71
9 Wk 23] (D3} 5.
< z ¥ % P
2 L ) )
I T %
b A
h
i

i £

| 2 g
| i
)
Eqt

A

e TR S 3T

-9 A

i






　　宇野小学校

　　　　　　　　　　所在地

　　　　　　　　　　　羽合町大字宇野１５７０番
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沿革概要
宇野小沿革概要
　明治６・６・１５　第９大区小１区河村郡宇野村７２２番地に宇野学校と称し、民家（西村治四郎宅）を借りて創立す。○９・６・１６　県令甲第５号により毎日曜日を休日と改正。同年７・３０　学校運営資金捻出のため鰯網夜引きの許可を県知事より受けて操業す。同年１０月より生徒授業料徴収。上等５銭、中等３銭、下等２銭、赤貧者１銭或いは免除。○１１・９・２０　小学簡易科設置される。同年１０・２３　民家（石本幸七宅）を購入し移転す（価格４５円、修繕費３７円７４銭）。○１２・３・１０　県令により授業料１人月１銭～１０銭まで納入となる。但し２人の時は１人分は半額、３人以上は２人分を納める。同年１０・２８　各学校共「小学標旗」をつくる。標旗は木綿巾３巾、長さ６尺のもので、就学率７割以上は全赤、５～７割は上２巾赤、下１巾白で、５割以下は上１巾赤、下２巾白とする。宇野校は５割以上であった。○１５・９・２８　学区域改変により橋津校の分校となる。同年１０・１８　小学校教則により小学科を初・中・高の３等に分かつ。○１９・４・９　学制改正により尋常、高等に分かつ。○２０・５・２８　尋常科に改める。○２２・９・１１　郡役場より学校沿革誌編さん義務の通達下る。○２２・９・２８　県令により学年を４月１日より翌年３月３１日となる。○２６・３　校舎建築に着手し、８月落成、９月新校舎へ移転。○３１・６　「恩威併行」の額面の所蔵を尾崎義信氏より托せられる。これは明治１０年尾崎文五郎氏に対し、池田公より藩学尚徳館に掲げられていたものを賜わったものである。○３９・１・１９　攻学会を開設。○４０・７・５　宇野実業補修学校創立。○４１・４・１　第５学年を設置。同年７月橋津、宇野両村境界標石を字根竜に建てる。○４３・４・１９　新校舎落成。

　大正４・３・１６　宇野村婦人会設立発表会式挙行。○１１・３　本年より入学前身体検査を実施。○１２・３・１９　臨時村会に於て校舎改築を議決。同年７・２０　庭に松樹を移植。同年９・１　校舎売却、安楽寺と中尾崎を仮校舎とす。同年１２・１５　新校舎落成式（工費２２,５８９円）。○１４・４　板屋貝近海に大発生、漁業組合の会合頻繁（板屋貝の大発生はしばらく続き、大正１５年の宇野地区の状況は貝舟３０艘、１艘当り約５００貫の水揚げあり）。○１５・２・２６　橋津の高等科に委託していた生徒の委託を、橋津村役場（杉本書記）より拒絶せらる（この事は、以前より橋津、宇野村の境界問題がこじれ、一時長瀬の羽合校に移転したり、また橋津に帰ってきたりしていたものが、橋津校地移転増築を機に拒絶したものである）。同年４・１　高等科設置。同年７・１　青年訓練所設置。

　昭和２・３・７　丹後地方大地震、当地方でもかなりの影響ありしが校舎に大被害なし。同年１１・９　宇野方言改良向上促進のため、「言葉の改良宣伝歌」をつくる。○３・４・２１　宇野村大火５３戸焼失す。○６・７・１９　隼小学校に於て水泳競技会に２位となる。○７・６・２０　鳥取県郷土史発行（谷田訓導編さん委員）。同月３０日高等科男子により自発的夜警を開始。○８・７・２３　天然記念物調査委員生駒義博氏により、「トウテイラン」を発見、宇野西岬、橋津火葬場附近に群生。○１０・８・３　倉吉～泊間日ノ丸バス運行開始。○１３・２・１１　帽章、校章を制定（職員協議により作成）。○１６・４・１　宇野国民学校と改称。○１９・５　地震により炊事場、便所移転改築。○２０・４・１０　新報告農場として字後谷に２段歩を借用。○同年１２・２８　御真影奉還式を成徳国民学校で挙行。○２２・４・１　６・３制実施に伴い宇野小学校と改称、羽合中学校開校式を長瀬小学校にて挙行。○２６・５　校舎改築第１期工事落成。同年１０・１１　第２期改築工事落成。○２７・８・２０　運動場移転工事に着手、９月に完成（校舎正面と校庭を廃し西側隔離病舎跡を整地し校庭とする）。○２８・４・１　羽合町合併により羽合町宇野小学校となる。同年２５日ピアノを宇野区より寄贈。１２月旧講堂を解体、新体育館新築及び校舎の改築工事に着手。○２９・７・２４　落成式。○３１・７　校庭の地上げ工事ＰＴＡにて奉仕。○３２・１０　理科振興法による補助金にて１１０,０００円の理科設備をなす。○３５・２・１１　学校給食開始。○３６・９・１６　台風により校舎大被害。○３９・２・９　校歌制定（創立９０周年記念）。同年９・２５　東京オリンピック聖火通過、泊村原地区に於て送迎。○４０・４　『１人１人を育てあげる教育』を重点研究項目に設定。○４２・１１　農業構造改善事業の土地改良事務所に西側校舎の一部を貸与。○４３・４　児童数減少により１、２年の複式学級となるところ、町負担講師をもって実質６学級運営をなす。○４４・１　宇野小学校統合の議、本格的に協議さる。○４７・２・１７　学校創立１００年記念式典挙行。○同年１・１７　臨時議会が招集され、小学校設置条例の改正が議決される。これによって正式に宇野、長瀬小学校の統合が決まる。○同年３・１７　卒業式と閉校式を行い、併せて宇野区主催による閉校記念行事が催される。○同月２３　学校移転完了。

　昭和３年の大火災の記録が沿革誌に記載されているが、詳細は「明治、大正時代」の項に移した。

　附記

正面松木の由来
宇野小学校正面の「松」の由来（尾崎純談）


　いつの頃か年代不明であるが、宇野村字EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(だいだ),大田)に生えていた垣松の中から、とくに形のよいものを選び、東尾崎（あづま屋）と西尾崎（アブラ屋）の庭にそれぞれ１本宛移植されていた松を、民家で開設されていた学校が現敷地へ移転した時（年代不明ではあるが明治２０年ごろと思われる。）に寄贈されたもので、東側の木が東尾崎家より、西側が西尾崎家より移されたものだといわれる。


　松の年輪はどれだけ経ているのか不明であるが、尾崎純の叔父にあたる尾崎早馬（慶応３年生まれ、２０数年前死亡）の生前の言によれば、「私の小さい頃と比べても大きさはあまり変わっていない。」ということで、この話からしても百数十年以上経ているものと推察される。

　（註　昭和３９年６月１５日第９１回創立記念日における尾崎純氏の談話記録。宇野小学校沿革誌より）

校章由来


　昭和１２年２月１１日、学校に御真影を拝載したのを記念して校章を定め、帽章をつくる。色は白梅に「字」を入れ、外側は緑色にした。翌２３年２月１１日校旗を制定す。紫地に金色縁取りをした梅花。「字」を中央に配した。
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　　羽合中学校

　　　　　　　　　　所在地

　　　　　　　　　　　羽合町大字長瀬１３５０番
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沿革概要
羽合中学校沿革概
　昭２２・４・１　施行された６・３制教育により長瀬、浅津、橋津、宇野村組合立羽合中学校が誕生す。同
要
月２９日長瀬小学校講堂において開校式。当分の間生徒は第１学年２１３名は浅津小学校へ、第２学年１５８名は長瀬小学校へ、第３学年８２名は橋津小学校内公民館へそれぞれ収容す。同年５・１９　校章、帽章を制定。同年６・３　組合会議員選出される。『長瀬村』　椿音蔵、荒石年政、戸崎弁二、清水利二、酒井正二、山田純一郎、浦田義治、計７名。『浅津村』　清水信蔵、北村光太郎、田村賢治、杉本薫、籔内善六、生田文五郎、松本時太郎、計７名。『橋津村』　坂本小治郎、岩本留治、正木材、讃岐泰二、河本節二、計５名。『宇野村』　尾崎一夫、松本辰蔵、村中多三、伊藤美耆夫、蔵本松太郎、計５名。管理者に長瀬村長を選出。同年８・２２　ＰＴＡ発足。同年１１・２４　校舎建築のため上井振興工場社宅を買収契約。○２３・２・９　校地として長瀬村久留５反５畝７分（５,４７８平方メートル）の畑地を購入。９月１日独立校舎完成移転す。第１校舎（東西向）８教室、第２校舎（南北向）１０教室。同月１０日校歌制定。８月１日ピアノ購入、ＰＴＡ等の寄附金による。９月１７日県立博物館より放送設備一式購入（３０,０００円）。○２４・４・１９　応援歌を公募決定（作詞前田寿明、作曲羽合中教師足立（杉本）允子）。同月２０日、５間～９間深さ９尺の防火貯水池完成。○２５・１２・１６　第１校舎２階の南から２つめの教室の床が落下。丁度第６時限クラブ活動始業数分後にてたまたま３年生全員に対しホームプロゼクトに関する指導のため集合していたときで、階下に居た生徒と合わせて１４名の負傷者を出したが、いずれも軽傷であった。(当時管理事務局の長瀬村役場で、直接その任務に当っていた磯江助役＝元羽合町役場総務課長の話によれば、中学校２階落下の報を受けて思わず体のふるえを感じた。何はともあれ駆けつけてみると、１階教室の生徒机の上に２階を支えていた桁が落ち込んで机はペシャンコになり、２階から落ちた机、腰掛、カバンや教科書などが一面に散乱して思わず立ちすくんだという。幸い生徒は僅かしか居なくて負傷者が少数であったものの、社会的に与えた不安は大きく、新聞の全国版に掲載されて騒がれたものである。管理組合では、詫びのチラシを各村へ配布し、早速第１第２校舎共補強工事に取りかかった。)○２６・８　校舎正面道路を新設、後に校門を設ける。同年８・２１　前年起工の特別校舎竣工。○２７・１２・３１　待望の体育館落成、当時木造体育館としては県下最大のもので、盛大に落成記念事業を催す。○２８・３・２７　羽合町合併により組合会を解消。同年7月校庭周囲に築土堤。同年１２・１０　元長瀬村長故島賢市より前庭の寄贈を受く。○３０・８・３１　体育館災害予防策として南北側に支柱をし補強する。○３１・７　グランドピアノ、立型ピアノ２台購入（町２５０,０００万円、ＰＴＡ寄附金３００,０００円、合計５５０,０００円）。同年１０・１５　相撲場を新設。○３２・１２・２４　１０周年記念事業として温室を築造。○３５・８　体育館補強のため内部に鉄骨支柱工事。○３７・３　危険校舎改築、鉄筋校舎第１期工事（玄関及び６教室、６３８㎡）完成。同年９月補助体育館（建設省倉吉工事事務所を買収、改造）完成。１２月鉄筋校舎第２期工事（校長室、職員室、便所、９１４㎡）完成。同年産業教育振興法第２回目の補助金にて３００,０００円の設備をなす。○３８・５・２　新校舎落成と羽合町合併１０周年記念として多彩な行事を催す。またＰＴＡの記念事業により映写機、ブラスバンド設備、図書の購入をはじめ、校庭植樹、環境施設の整備など約６３２,０００円を投入、正面玄関前の前庭を兼ねた「飾屏壁」同窓会より築造(米本一郎図案)。７月１３日河金敬儀寄贈の水泳プール完成しプール開き。１１月６日給食センター発足、給食開始。○３９・１・１７　島田安夫寄贈の校門門柱完成。○４１　中学校発足２０周年記念事業として、全町より１戸当り５００円の寄附募集を行い、生徒会室用机１０脚、折りたたみ椅子５０脚を購入、松などの記念植樹。５月より生徒用机、椅子の年次更新にとりかかり、今年度３年生用１７６組更新、以降１学年宛更新。○４２・４　文部省より教科書無償給与制度が施行され、新１年生より年次的に無償給与される。同年９・２　中学校県民体育大会に於て男子バスケットボール優勝、同年１０月産業教育振興法の適用を受け、小型旋盤、角のみ機など３００,０００円の設備を充実する。○４３・５　昨年度から実施した生徒用机、椅子及職員用机、椅子の更新を本年度で終わる。同年４　学校給食のミルクを粉乳から生牛乳に切替える。同年７・１０　校舎全教室に電気親子時計設置、経費１８６,０００円。同年１２・１４　羽合町の電話が一斉に自動化された。同年５　羽合中学校同窓会の関東、関西支部が結成され結成総会が開催された。なお同窓会名簿も発行された。○４４・８　体育館床張替工事が施行される。経費１,０７０,０００円。同年１０　理科教育振興法の適用を受け、３００,０００円の設備備品の整備を行う。同年１１・１１　県教委推せんによって学研教育賞を受賞し、原色科学百科事典と現金２０,０００円を受く。○４５・３・２３　修学旅行を兼ね、大阪千里丘で開かれた万国博覧会を見学す。同年３・１７　卒業式が挙行されたが、かねて計画が進められていた北条中学校、羽合中学校、泊中学校の統合が実現し、４５年４月より名目統合することとなったため、教育委員会より昭和４５年３月３１日をもって羽合中学校を閉校する旨の宣言を行う。

　昭和４５年度より北溟中学校として新発足したが、４７年度の実質統合までは、それぞれの町村において実質管理を行うこととなり、従って４５年度、４６年度分についても羽合中学校分に記載しておく。

　○昭和４５・４・１　北条中学校、羽合中学校、泊中学校を統合し、北溟中学校羽合校舎となる。同日付で「北条町羽合町泊村中学校組合」と称する一部事務組合ができ、併せて、同中学校組合教育委員会が発足す。教育委員には、委員長　浦田敏雄（　　　）、職務代理者　山根幸夫（　　　）、教育長　赤石正芳（　　　）、委員　浅村忠晴（羽合）、池田厚美（北条）が任命される。また初代校長に岸田明敏（羽合中学校）が任命された。同年４・６　羽合校舎の入学式を新たな決意の中で挙行す。○同年度より特殊学級の新設を行い入級者７名を数える。同年８・２２　鳥取県女子バスケットボール大会で優勝。同年１０・２０　中部駅伝競走大会で優勝し県大会で２位となる。○４６・７・８　北条、羽合、泊３校舎のクラブ交換会実施。同年６・１４　鳥取県女子バスケットボール選手権大会で優勝し、さらに８・１８　松江市における第１回中国大会において優勝する。また全国大会においても中国地区代表として健闘し、第３位の輝かしい記録を残して北溟中学校羽合校舎の名を全国に知らしめた。なお中国、全国大会の成績は次のとおりであった。

　　中国大会成績


　第１回戦　不戦勝　　第2回戦　北溟３７：３５岡山岡北中　　優勝戦　北溟３８：３６松江四中


　　全国大会成績


　第１回戦　北溟４０：２３北海道桐花中　　第２回戦　北溟３６：３５東京板橋中


　第３回戦　北溟２７：４８東京北中（準優勝戦）


○４７・３・４　女子バスケットボールチームが鳥取県体育協会長よりスポーツ賞を受賞す。同年３・１７　羽合校舎（羽合中学校）最後の卒業式を迎え、昭和２２年創立の羽合中学校は２５年間の歴史の幕を閉じた。３・２２～２３　各校舎の移転を実施。４７・４・１　北溟中学校の実質統合を完了し新発足す。
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北溟中学校
　　北溟中学校

　　　　　　　　　　所在地

　　　　　　　　　　　羽合町大字田後７４５番
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沿革概要
北溟中学校沿革概
　昭和４７・４・６　実質統合初の入学式が盛大に行われる。生徒９３７名それに父兄、来賓等約４００名が
要
出席し、さすがの大体育館も人の波で埋まった。○実質統合に伴って学校給食を実施する。給食方法は羽合町給食センターに委託して運搬し、週５日制の学校給食を開始した。○中学校給食の５日制は、土曜日のクラブ活動、遠距離通学の生徒に対する土曜日帰宅等の関係から、土曜も実施するよう検討された結果、給食センターに１名増員することによって４７年２学期より週６日制給食が実施した。○実質統合により教職員による宿日直を廃止して完全無人化方式とした。○北溟中学校ＰＴＡの発足は、名目統合間はそれぞれの校舎ごとで旧中学校ＰＴＡ組織によって運営されていたが、同年４・２６　新ＰＴＡの創立総会を開き正式に発足した。同年５・１３～１５、３日間にわたって北溟中学校落成式が挙行された。初日は式典と記念行事で、智頭農林の体操演技、自衛隊音楽隊の吹奏、２日目は中国５県高校相撲選手権大会、３日目は中部地区小中学校音楽会と多彩な落成式が催された。同年７・２０　待望の水泳プールが竣工す。同年６・１２　県中学校選手権大会において相撲が優勝し、８・１５　東京蔵前国技館で行われた全国大会に出場したが、第１回戦で惜しくも敗れた。○４８・４・３０　祝日に関する法律改正により４・２９天皇誕生日が日曜日と重なったため翌３０日（月曜日）が休日となる。同年６・１１　県中学校選手権大会において男子・女子ともバスケットボール大会で優勝、続いて８・２～３　中国地区中学校バスケットボール大会に出場したが、女子チームは惜しくも第2位となって全国大会出場を果たし得なかった。なお男子は第１回戦で敗れた。同年７・１５　羽合町立町民体育館完成す。同年７・２８～２９　東伯郡民体育大会が北溟中学校を主会場に開かれる。同年８・５　東伯郡青年大会が、続いて８・３１　中部地区パラリンピック（　　　　　）が開催される。同年１２・１５　ドクトルチエコを招きＰＴＡ研修会、題名は「性教育」。○４９・３・２２　県化学教育発表会に「東郷湖におけるフジツボの生態」を発表し、中学校の部で県１位となる。同年７月３日文部省大塚視学官視察のため来校。同年８・２４　県民体育大会中学校の部においてサッカー優勝す。同年９・９　岸田校長海外派遣教員として１６日間米国、カナダを視察。○５０・２・２５　県科学発表会に「太陽エネルギーによる発電」で奨励賞を受賞す。
校章由来
校章由来

　　　　　　　　　　　大きな期待と希望を担って発足した北溟中学校の校章を県内に公募し、応募作品５８点の中から鳥取市の内田稲穂の作品が採用され、昭和４５年５月決定した。

　決定作品は応募者の諒解を得て一部改作し、現在のものとなった。校章の意味は「大きい夢と希望を乗せて北溟の怒涛を蹴立てて進む若き北溟丸に幸多かれ」とあり、さらに北溟の「北」を波形に抽象化したものである。
[image: image31.jpg]%

T

=R

mE

G20

i

4

H

el

s

SEHPHE R

S EERY U H e

FRRC TR

i





[image: image32.jpg]m

¢ EREHEHEmEE oL

A0 SIRE R |

EELD Biiew»

,
RBHgm | & X 0 = i It

QIBE T (K LBUEH Ry | SN R sl
RUEREL] Ve Sk EEBER S| 58|58
(8] SRR NER D D0Q Uige° 213 |3 |8 &

T |7 ek KE6
=R = SV
NN IEHQBRW D
R RYBR== 0
L RIEQHn

Sami

mvED

17 R S fmaoim

o

KES¥Mouu

B8’ HRIKE A<

HP QNI &

RRREQ I

| MRED R

h RECBEVIOwY

| juf LSS E VIV
100 N HEEE AR s At 4 nd
a8 10 K @~
LR P EeHI

g

R EE

WO~ BRI | B Rm $s-Sib
Vm+ | m R - R QRN 4 © WS

6 v0 LT 1 STIE N IR Q iz




　　　　[image: image33.jpg]m

¢ EREHEHEmEE oL

A0 SIRE R |

EELD Biiew»

,
RBHgm | & X 0 = i It

QIBE T (K LBUEH Ry | SN R sl
RUEREL] Ve Sk EEBER S| 58|58
(8] SRR NER D D0Q Uige° 213 |3 |8 &

T |7 ek KE6
=R = SV
NN IEHQBRW D
R RYBR== 0
L RIEQHn

Sami

mvED

17 R S fmaoim

o

KES¥Mouu

B8’ HRIKE A<

HP QNI &

RRREQ I

| MRED R

h RECBEVIOwY

| juf LSS E VIV
100 N HEEE AR s At 4 nd
a8 10 K @~
LR P EeHI

g

R EE

WO~ BRI | B Rm $s-Sib
Vm+ | m R - R QRN 4 © WS

6 v0 LT 1 STIE N IR Q iz





羽合町給食センタ
羽合町学校給食共同調理場
ー
　各学校沿革誌にあるように、町内各学校で給食の始まったのは長瀬小学校が１番早く昭和３１年６月１９日、

各小中学校の給食
浅津小学校３２年６月１７日、橋津小学校３３年９月８日、宇野小学校３５年２月１１日、浅津･橋津の統合に

開始日
よって羽合小学校が３５年１１月２６日と、それぞれ単独給食を実施した。


　しかし学校給食の実施は文部省の指導による任意制であり、学校長やＰＴＡによる企画と熱意で町当局に実施方の陳情を重ね、しかも設備の一部をＰＴＡが負担をしたり、他町村においては、調理員の人件費までＰＴＡが負担をするなどしてようやく実施の段階にこぎつけ、学校側としては給食実施には大変な苦労がつきものであった。このようにして学校給食は始まり、そして実施されていったが、次第に学校給食が教育のなかで体位の向上、偏食の解消、集団給食による躾と食事の平等化など重要な意義をもつものであるとして、文部省は県教委をとおして学校給食の普及化につとめ、各市町村の未実施校の奨励に当たるようになった。その結果鳥取県は全国でもトップクラスの普及率となり、昭和３８年度における普及率は、完全給食の場合中学校で９.２％、小学校で５７.６％となり給食は学校教育のなかに徐々に定着化していった。
給食センター方式
　これと併行して重要視され始めたのが給食調理員の待遇問題であった。もともと任意制による学校給食であ
実現の背景
ったから、調理員は臨時的な雇用関係しか認められなかった。しかし、給食が学校教育の領域としてとらえられるようになってから、県内でも待遇改善、身分保障などを求める声は大きくなり各町村共この問題と取組まざるを得ない状況となった。

　このような背景のなかで、羽合町は学校給食体制の整備と合理化をはかり、これを機会にかねてから懸案となっていた羽合中学校の給食実施と、さらに給食調理員の待遇問題を解決する目的で給食センターの設置を企画した。

　当時中学校の給食実施は、ＰＴＡの実施希望とは反対に、学校側の消極的な姿勢から、いつ実施できるか見通しを立てることも困難な状況であった。教育委員会としても何とか給食実施の方向に努力をしていたが、近年全国各地で給食の合理化を図るために、給食センター方式による学校給食が試みられるようになり、このセンター方式を研究して中学校給食の実施も一挙に解決しようと、昭和３７年県外先進地の視察を行ってその合理性を深め、町内学校給食をセンター方式に切替えることに踏み切った。

給食センター設置
　給食センターでの給食実施は昭和３８年１１月６日であったが、当時、鳥取県下で給食センター方式を採用したのは羽合町と会見町であった。会見町の場合は規模は小さく、羽合町のように小学校３校、中学校１校、それに併せて町内５か所の保育所調理も行う本格的な給食センターは始めてのケースで、県教委としても県下のテストケースとして指導面に参与した。

　しかしこの給食センターの設置には賛否両論あり、センター方式に踏み切ったのは主として次のような理由からであった。


（１）各学校で実施している給食は、その学校の規模の大小によって同額の給食費を負担しても給食内容に格

　　差がつき、給食内容の平均化が図れない。

（２）給食運営に必要な献立の作成、物資の購入、支払等、給食関係事務が学校職員に大きく負担を強いてい


　　ることになり、従って学校教職員の本務がおろそかになり易い。


（３）各学校に従事している給食調理員の数が、１箇所で調理した場合には経済的な人数で済まされる。特に


　　保育所を併せて調理した場合、学校、保育所にいる１４名の調理員が、センターに切替えた場合栄養士、


　　運転手共に９名で運営できる計算となり、経済的効果が大きい。


（４）給食施設設備、特に衛生管理面を充実させた施設で調理ができる。
鳥取県に先べんを
　以上のような理由で給食センターを設置し、昭和３８年７月着工、同年１０月２０日竣工した。経費は建物

つけた羽合町
５１坪で２,７７０,０００円、設備一式２,８８０,０００円、合計５,６５０,０００円で、１１月６日初給食を実施した。


　当初の給食人員は小中学校１,６００人、保育所３００人を加えて２,０００人近い給食を実施したが、これを機会に給食従事職員の身分、給与等も確立させるよう検討され、昭和４９年度から正式な羽合町定数職員として出発し、県下給食事業に先べんをつけたことは注目された。また給食センター方式による給食方法について、県内外からの視察者が相次ぎ、以降県内にも給食センター方式に切替える市町村もふえ、昭和４９年度における鳥取県の給食センターと単校給食の比率は、給食センターが６４％、単校給食３６％となっていて、この比率はまだ開くものと予想される。

　次に給食センターで大きく変ったのは、北溟中学校開設にともなって中学校生徒の給食を委託されて実施し

北溟中学校給食の
たことである。北溟中は昭和４７年４月実質統合したが、実質統合に先立って給食実施の方法を中学校組合議

実施を委託
会で協議した。その結果当分の間羽合町給食センターに委託することになり、さらに北溟中学校のみ土曜日も給食することとなった。従って北条町の調理員３名の派遣を受けて現在実施されている。（この経過については学校統合＝北溟中学校の項に詳しく記述してあり）


　学校給食は現在ではすっかり学校教育の領域としてとらえられ定着化しているものの、鳥取県で昭和５０年度完全給食が小学校９８.２％、中学校７４.２％の普及率からして全国的にみればまだ相当の未実施校もあり、文部省の意図している義務法として法制化されるまでにはまだ時間がかかりそうである。また給食内容についても、家庭生活における食事内容に比例して質的な改善が強く望まれており、現在の給食形態で満足できうるものであるかどうか、いわゆる学校給食の曲り角に直面しているともいえるようである。

　給食センター開設以来の給食費などの流れについて、次表のとおり記録しておく。
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羽合教育長





身障者体育大会








